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村のデキゴト
occurrence

9
月
10
日
、
内
堀
福
島
県

知
事
が
来
村
し
ま
し
た
。

村
長
、
教
育
長
ら
と
意
見

交
換
を
実
施
し
た
後
、
今
年

度
の
か
ら
む
し
織
体
験
生
の

作
業
場
を
訪
問
し
、
体
験
生

一
人
一
人
に
「
村
で
暮
ら
し

て
み
て
の
感
想
」
や
、「
か

ら
む
し
織
を
知
っ
た
き
っ
か

け
」
な
ど
に
つ
い
て
問
い
か

け
、
都
市
部
か
ら
農
村
部
へ

の
人
の
流
れ
の
先
駆
け
で
あ

る
体
験
生
制
度
に
感
心
し
て

い
ま
し
た
。

9
月
13
日
、
関
係
者
が
見

守
る
中
、
齋
藤
フ
ミ
ノ
さ
ん

（
喰
丸
）
に
賀
寿
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

フ
ミ
ノ
さ
ん
に
、
ご
長
寿

の
秘
訣
を
伺
う
と
、「
健
康

は
食
に
あ
り
、
マ
メ
に
歩
く

こ
と
、
三
食
お
腹
い
っ
ぱ
い

食
べ
る
こ
と
、
な
ん
で
も
楽

し
く
や
る
こ
と
が
大
事
だ
」

と
答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。賀

寿
、
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

9
月
17
日
、
す
み
れ
荘
に

お
い
て
、
福
島
民
報
社
と
県

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
「
し

あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
表
彰
」
が

行
わ
れ
、
舟
木
長
一
・
ア
キ

子
ご
夫
妻
（
下
中
津
川
）、

五
十
嵐
久
夫
・
カ
ツ
イ
ご
夫

妻
（
松
山
）
に
表
彰
状
と
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
敬
老
の
日
を
記
念

し
て
来
年
百
歳
を
迎
え
る
青

木
梅
之
助
さ
ん
（
野
尻
）
に
、

表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

内
堀
知
事
訪
問

100 歳おめでとう

しあわせ金婚夫婦表彰
敬老の日お祝い状を伝達

9
月
19
日
、
道
の
駅
に
お

い
て
、
山
形
県
酒
田
市
の
フ

ロ
ー
リ
ス
ト
「
ロ
ー
タ
ス

ガ
ー
デ
ン 

畠
山
秀
樹
さ
ん
」

に
よ
る
カ
ス
ミ
ソ
ウ
の
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
完
成

し
た
作
品
は
、
道
の
駅
他
、

喰
丸
小
な
ど
に
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

な
お
、
畠
山
さ
ん
に
は
、

敬
老
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の

花
束
の
ア
レ
ン
ジ
も
監
修
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

フ
ロ
ー
リ
ス
ト
に
よ
る

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
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occurrence
村のデキゴト

9
月
12
日
、
昭
和
村
保
育

所
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
保
育
所
に
通

う
子
ど
も
１
人
に
つ
き
保
護

者
は
２
名
ま
で
の
来
場
と
な

り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
元
気
あ
ふ

れ
る
活
躍
に
笑
顔
と
応
援
の

声
で
い
っ
ぱ
い
の
楽
し
い
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
会
に
な
り

ま
し
た
。

8
月
24
日
、
共
に
地
域
づ

く
り
に
取
り
組
む
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が

有
す
る
資
源
を
有
効
に
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
心
安

全
な
地
域
づ
く
り
、
地
域
の

活
性
化
並
び
に
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
村

内
郵
便
局
と
「
昭
和
村
と
日

本
郵
便
株
式
会
社
と
の
包
括

的
連
携
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。

9
月
20
〜
21
日
に
か
け

て
、
姉
妹
都
市
の
埼
玉
県
草

加
市
民
に
よ
る
秋
の
体
験
ツ

ア
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

恒
例
の
稲
刈
り
体
験
や
、

椎
茸
狩
り
、
2
日
目
に
は
、

矢
ノ
原
高
原
で
の
じ
ゃ
が
い

も
収
穫
体
験
な
ど
、
秋
の
実

り
を
満
喫
す
る
2
日
間
と
な

り
ま
し
た
。

※
集
合
写
真
撮
影
時
の
み
、
マ
ス

ク
を
外
し
て
撮
影
し
て
い
ま
す
。

保
育
所

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
会

郵
便
局
と
包
括
的
連

携
の
協
定
締
結

草
加
市
か
ら

体
験
ツ
ア
ー
来
村

9
月
1
日
、
村
長
室
に
お

い
て
、
個
人
県
民
税
の
完
納

を
讃
え
る
知
事
感
謝
状
が
守

岡
会
津
地
方
振
興
局
長
か
ら

村
長
へ
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

本
村
は
、
13
年
ぶ
り
に
滞

納
も
含
め
て
全
て
の
個
人
県

民
税
が
完
納
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
地
方
自
治
の
根
幹

で
あ
る
納
税
に
つ
い
て
村
民

の
皆
様
に
ご
理
解
頂
く
と
と

も
に
、
引
き
続
き
完
納
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

9
月
17
日
か
ら
18
日
に
、

昭
和
小
学
校
に
お
い
て
宿
泊

学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

例
年
で
あ
れ
ば
、
会
津
管

内
の
施
設
に
お
い
て
実
施
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
防
止
の
た
め
村
内
で
の
実

施
と
な
り
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
や

肝
試
し
、
学
校
へ
の
宿
泊
な

ど
普
段
で
き
な
い
体
験
を
楽

し
み
ま
し
た
。

県
民
税
完
納

小
学
校
で
宿
泊
学
習
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もえないごみ実態調査（上昭和編）

8 月 12 日 ( 水 ) の上昭和地区 ( 小野川～小中津川 )
の「もえないごみ」の分別状況を調査しました。下
昭和地区と同様に缶詰、びんの資源ごみの混入が目
立ちました。缶製品に多いアルミ・スチールは、リ
サイクル可能な資源ですので分別収集にご協力をお
願いいたします。

また、写真にもある針・釘は危険物扱いになって
おりますので地区の回収箱に入れてください。

粗大ごみともえないごみの違いについて
9 月 4 日 ( 金 ) の粗大ごみの日に収集補助として回収を行いました。その際各収集場所に

出されているものの大半が燃えないゴミでした。
前日の上昭和地区の収集についても、もえないごみが大半だったとの話を聞いております。
粗大ごみは、一定以上の大きさのごみのことを指しています。例を挙げるとするなら、家

具、自転車等のものです。
一方もえないごみは、硬質プラスチック、金属などの焼却炉では燃やせないもののことを

指しています。例を挙げるなら、ポリタンク、スコップ、掃除機などです。
ものによっては、収集ができない場合があるので、迷ったらお気軽にお問合せください。

お問い合わせ：保健福祉課  0241-57-2645

村民限定！元気まつりの開催について

新型コロナウイルス感染症の影響による自粛で活気をそがれている村民の皆様や、商工
業・観光業に携わる方を元気付けるとともに、新しいイベント開催方式を試行する機会と
し、来年度以降の観光事業に繋げることを目的に、村民限定のイベントを開催します。

主催：昭和村商工会・昭和村観光協会 後援：昭和村

●日 時 令和 2 年 10 月 24 日 ( 土 ) 14:30～ 19:00
●会 場 昭和村公民館駐車場
●内 容 （１）昭和村・草加市姉妹都市締結 10 周年記念式典

（２）村民限定！元気まつりの部（予定）
・村内芸能団体によるステージ
・演歌、民謡歌手によるステージ
・盆踊り
・打ち上げ花火 など

内容が確定次第お知らせ版等によりご案内いたします。
【お問い合わせ】昭和村観光協会 ☎ 0241-57-3700
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村
で
は
、
定
例
議
会
毎
に
、

各
分
野
の
事
務
事
業
な
ど
の

進
捗
状
況
な
ど
を
行
政
報
告

と
し
て
議
会
へ
報
告
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
6
月
議
会
以

降
の
3
月
分
に
つ
い
て
9
月

議
会
に
お
け
る
報
告
の
あ
ら

ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

・
令
和
2
年
8
月
19
日
に

会
津
管
内
初
の
感
染
者
が

確
認
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

村
内
対
応
を
レ
ベ
ル
2
か

ら
3
へ
引
き
上
げ
、
全
戸

配
布
文
書
に
よ
る
情
報
提

供
及
び
感
染
拡
大
防
止
の

協
力
要
請
を
、
防
災
行
政

無
線
や
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
使
っ
て
呼
び
掛
け
ま
し

た
。

・
秋
冬
期
に
お
い
て
は
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
期

と
も
重
な
る
た
め
、
従
来

の
予
防
接
種
方
法
の
見
直

し
を
図
り
、
早
期
対
応
に

よ
る
高
齢
者
へ
の
重
症
化

予
防
と
村
民
の
健
康
管
理

の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

・
9
月
4
日
か
ら
、
国
保
診

療
所
に
お
い
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
及
び
抗
原
定
性
検
査
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

・
国
の
緊
急
経
済
対
策
の
一

つ
で
あ
る
特
別
定
額
給
付

金
給
付
事
業
は
、
対
象
者

１
２
３
８
人
の
う
ち
、
1

人
が
辞
退
さ
れ
た
他
は
全

て
の
方
が
申
請
し
、
先
ご

ろ
給
付
を
完
了
し
て
い
ま

す
。

・
昭
和
村
新
し
い
生
活
様
式

対
応
支
援
金
（
村
民
一
人

当
た
り
3
万
円
支
給
）
に

つ
い
て
は
、
申
請
書
の
発

送
に
向
け
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

●
防
災
・
災
害
対
応
、
安
心
・ 

安
全
に
関
す
る
事
業

・
7
月
28
日
夜
、
7
月
31
日

の
大
雨
警
報
発
令
に
伴
う

対
応
は
、
土
砂
災
害
や
浸

水
被
害
が
想
定
さ
れ
る
地

域
を
重
点
的
に
監
視
し
た

り
、
避
難
所
開
設
の
準
備

を
進
め
た
り
す
る
な
ど
の

対
応
に
あ
た
り
ま
し
た
が
、

幸
い
に
も
人
的
及
び
家
屋

の
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

・
8
月
24
日
、
昭
和
村
と
日

本
郵
便
株
式
会
社
と
の
間

で
、
包
括
的
連
携
に
関
す

る
協
定
が
締
結
さ
れ
、
村

内
二
つ
の
郵
便
局
が
有
す

る
人
的
・
物
的
資
源
を
有

効
に
活
用
し
、
村
民
の
安

心
・
安
全
な
暮
ら
し
の
実

現
と
地
域
活
性
化
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

●
か
ら
む
し
事
業

・
か
ら
む
し
織
体
験
生
事
業

に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
よ
り
、
入
村
時
期
を

延
期
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

4
名
の
体
験
生
が
来
村
し
、

7
月
1
日
か
ら
、
事
業
を

開
始
し
ま
し
た
。

●
農
業

・
今
年
は
、
梅
雨
時
か
ら
の

天
候
不
順
に
よ
る
長
雨
や

低
温
、
日
照
不
足
に
よ
り
、

本
村
を
含
む
会
津
地
方
の

水
稲
は
、
不
稔
の
発
生
や

病
害
虫
の
多
発
が
心
配
さ

れ
、
本
村
に
お
い
て
も
一

部
の
圃
場
で
、
葉
い
も
ち

及
び
穂
い
も
ち
の
発
生
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
7

月
下
旬
頃
か
ら
天
候
が
回

復
し
、
気
温
も
高
い
日
が

続
い
た
こ
と
か
ら
、
不
稔

の
発
生
や
病
害
虫
の
多
発

は
見
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

・
福
島
県
会
津
坂
下
農
業

普
及
所
金
山
普
及
所
の
調

査
に
よ
れ
ば
、
本
村
に
お

け
る
水
稲
の
出
穂
期
や
草

丈
の
生
育
は
平
年
並
み
と

な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。

・
病
害
虫
対
策
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
か
ら
の
新
た
な
対

応
と
し
て
、
8
月
上
旬
に

い
も
ち
病
及
び
カ
メ
ム
シ

の
混
合
剤
に
よ
る
同
時
防

除
を
行
い
、
ま
た
、
8
月

中
旬
に
は
例
年
と
同
様
に

カ
メ
ム
シ
防
除
を
そ
れ
ぞ

れ
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

よ
り
実
施
し
ま
し
た
。

・
暖
冬
に
よ
り
冬
期
間
の
積

雪
が
少
な
か
っ
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
昨
年
よ
り
も
斑

点
米
カ
メ
ム
シ
類
の
発
生

が
多
く
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
て
い
る
た
め
、
圃
場

の
状
況
を
確
認
し
、
必
要

に
応
じ
て
、
個
人
で
の
薬

剤
防
除
を
実
施
し
て
い
た

だ
く
よ
う
、
農
家
の
皆
さ

ま
に
周
知
を
し
ま
し
た
。

・
宿
根
カ
ス
ミ
ソ
ウ
に
つ
い

て
は
、
6
月
か
ら
7
月
に

か
け
天
候
不
順
に
よ
る
低

温
や
日
照
不
足
、
冬
期
間

の
降
雪
量
が
少
な
い
こ
と

に
よ
る
土
壌
の
乾
燥
等
の

影
響
に
よ
り
、
昨
年
定
植

し
た
越
冬
株
に
生
育
不
良

が
見
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
、

新
植
苗
の
購
入
量
調
整
が

行
わ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

8
月
18
日
時
点
の
出
荷
数

量
は
、
昨
年
対
比
で
約
2

割
程
度
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
病
害
虫
の
発
生
も

確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

あ
ぜ
道
講
習
会
を
開
催
し
、

当
面
の
技
術
対
策
指
導
及

び
病
害
虫
の
防
除
に
つ
い

て
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
花
き

需
要
が
減
少
し
大
幅
な
価

格
の
低
落
が
懸
念
さ
れ
ま

し
た
が
、
8
月
18
日
時
点

で
の
宿
根
カ
ス
ミ
ソ
ウ
の

累
計
販
売
額
に
つ
い
て
は
、

昨
年
対
比
約
５
%
の
減
少

と
な
っ
て
い
ま
す
。
冠
婚

葬
祭
等
で
の
需
要
が
激
減

し
た
も
の
の
、
生
育
不
良

や
他
産
地
か
ら
の
出
荷
数

量
の
減
少
な
ど
で
需
要
と

供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
保
た

れ
た
こ
と
、
ま
た
、
福
島

県
の
支
援
策
や
Ｊ
Ａ
会
津

よ
つ
ば
カ
ス
ミ
ソ
ウ
部
会

の
販
売
促
進
活
動
等
が
個

人
の
消
費
増
加
に
つ
な
が

る
な
ど
、
複
数
の
要
因
に

よ
り
大
幅
な
価
格
の
低
落

に
至
ら
な
か
っ
た
も
の
と

推
察
し
て
い
ま
す
。

・
昭
和
村
農
林
水
産
物
集
出

荷
貯
蔵
施
設
の
改
修
工
事

に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
農
林
水
産
省

で
の
補
助
事
業
の
採
択
審

査
が
大
幅
に
遅
れ
て
い
ま

し
た
が
、
8
月
中
旬
に
採

択
の
内
示
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
9
月
上
旬
に
実
施

設
計
委
託
を
発
注
し
、
早

期
の
工
事
発
注
に
向
け
、

業
務
を
進
め
て
い
ま
す
。

・
関
東
や
関
西
方
面
の
市
場

令
和
2
年
度

9
月
議
会

行
政
報
告
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information
お知らせ

等
に
対
す
る
販
売
促
進
活

動
に
つ
い
て
は
、
会
津
管

内
17
市
町
村
で
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
な
ど
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
首
都
圏
や
関
西
圏
を
中

心
に
全
国
的
に
拡
大
し
て

い
る
こ
と
か
ら
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

・
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

は
、
本
年
度
か
ら
村
独
自

の
支
援
策
と
し
て
、
集
落

や
団
体
等
を
対
象
に
実
施

し
て
い
る
広
範
囲
で
の
電

気
柵
の
設
置
事
業
に
、
2

つ
の
集
落
及
び
2
つ
の
団

体
が
取
り
組
ん
で
お
り
、

ま
た
、
1
つ
の
集
落
か
ら

は
、
秋
ソ
バ
の
収
穫
に
向

け
て
事
業
に
取
り
組
み
た

い
と
の
相
談
を
受
け
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
複
数

の
集
落
か
ら
は
、
電
気
柵

の
設
置
・
維
持
管
理
に
従

事
す
る
人
員
の
確
保
や
次

年
度
以
降
の
継
続
に
対
し

不
安
が
あ
る
な
ど
の
理
由

か
ら
、
対
策
に
取
り
組
む

こ
と
が
難
し
い
と
の
ご
意

見
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

秋
の
収
穫
期
を
迎
え
、
鳥

獣
に
よ
る
農
作
物
の
被
害

が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
未
実
施

の
集
落
に
対
し
、
話
し
合

い
を
継
続
し
推
進
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

・
今
年
度
か
ら
開
始
し
ま
し

た
、
ワ
ナ
猟
免
許
の
補
助

事
業
に
お
い
て
は
、
多
く

の
方
が
初
心
者
講
習
会
を

受
講
さ
れ
る
な
ど
、
免
許

の
取
得
に
向
け
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

・
9
月
10
日
時
点
の
有
害
鳥

獣
の
捕
獲
状
況
に
つ
い
て

は
、
熊
6
頭
、
イ
ノ
シ
シ

49
頭
、
シ
カ
4
頭
、
カ
ワ

ウ
4
羽
と
、
昨
年
度
に
比

べ
て
大
幅
に
増
加
し
て
い

ま
す
。

・
原
発
事
故
に
伴
う
農
産
物

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
に

関
し
て
は
、
4
月
以
降
現

在
ま
で
検
査
し
た
山
菜
や

野
菜
及
び
水
道
水
か
ら
は
、

い
ず
れ
も
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
は
検
出
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
林
産
物
に
つ
い
て

は
、
村
内
の
マ
イ
タ
ケ
と

ム
キ
タ
ケ
以
外
の
野
生
キ

ノ
コ
が
出
荷
制
限
を
受
け

て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
年

も
品
目
ご
と
の
出
荷
制
限

解
除
に
向
け
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
な
お
、
本

年
か
ら
米
の
検
査
に
つ
い

て
は
、
全
量
全
袋
検
査
か

ら
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
に

変
更
さ
れ
、
本
村
に
お
い

て
は
、
3
か
所
か
ら
検
体

を
採
取
し
放
射
性
物
質
の

分
析
を
実
施
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

●
観
光
交
流
事
業

・
本
村
の
観
光
Ｐ
Ｒ
活
動

や
草
加
市
と
の
交
流
事
業
、

ま
た
、
道
の
駅
を
使
用
す

る
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
や

交
流
観
光
拠
点
施
設
の
喰

丸
小
を
活
用
し
た
小
規
模

な
イ
ベ
ン
ト
等
に
つ
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に

伴
う
国
の
緊
急
事
態
宣
言

の
解
除
後
に
お
い
て
、
感

染
の
状
況
を
十
分
に
考
慮

し
、
段
階
的
に
実
施
し
て

い
く
計
画
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
6
月
下
旬
頃
か
ら

首
都
圏
や
関
西
圏
を
中
心

に
全
国
的
な
感
染
の
再
拡

大
が
見
ら
れ
、
ま
た
、
8

月
に
は
会
津
地
方
に
お
い

て
初
め
て
と
な
る
感
染
者

が
確
認
さ
れ
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
中
止
及
び
延
期
と

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

感
染
状
況
等
を
十
分
に
考

慮
し
、
実
施
の
可
否
に
つ

い
て
慎
重
に
判
断
し
て
い

き
ま
す
。

●
工
事
関
係

・
村
道
の
測
量
設
計
に
つ
い

て
は
、
先
月
上
旬
に
委
託

業
務
を
発
注
し
、
契
約
期

間
内
の
完
成
に
向
け
業
務

を
進
め
て
い
ま
す
。

・
国
道
４
０
１
号
博
士
峠
工

区
に
つ
い
て
は
、
8
月
9

日
付
け
の
新
聞
に
お
い
て
、

昭
和
村
側
の
ト
ン
ネ
ル
掘

削
工
事
で
、
湧
水
等
に
よ

る
排
水
作
業
や
崩
落
対
策

な
ど
に
時
間
を
要
し
、
進

捗
が
遅
れ
、
本
年
度
中
の

貫
通
が
困
難
な
見
通
し
で

あ
る
と
の
報
道
が
さ
れ
ま

し
た
。
福
島
県
会
津
若
松

建
設
事
務
所
へ
今
後
の
見

通
し
な
ど
の
確
認
を
し
た

と
こ
ろ
、
昭
和
村
側
の
ト

ン
ネ
ル
掘
削
工
事
の
遅
れ

に
よ
っ
て
、
博
士
峠
工
区

全
体
の
完
成
目
標
時
期
の

変
更
は
生
じ
な
い
が
、
今

後
と
も
、
国
へ
の
要
望
を

通
し
て
適
切
な
予
算
の
確

保
に
努
め
、
早
期
の
開
通

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
の
回
答
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

・
国
道
４
０
０
号
舟
鼻
峠
工

区
に
つ
い
て
は
、
昭
和
村

側
の
狭
隘
区
間
の
改
良
工

事
等
が
着
実
に
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

●
教
育
関
係

・
成
人
式
に
つ
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
例
年

お
盆
期
間
中
に
実
施
し
て

い
る
町
村
の
多
く
が
延
期

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
事
態

と
な
り
ま
し
た
が
、
本
村

で
は
、
感
染
防
止
対
策
を

十
分
に
講
じ
た
う
え
で
、

11
名
の
新
成
人
全
員
が
出

席
し
、
無
事
執
り
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

・
学
校
教
育
に
つ
い
て
、
度

重
な
る
臨
時
休
業
期
間
に

伴
う
学
習
の
遅
れ
を
取
り

戻
す
た
め
小
中
学
校
共
に

夏
季
休
業
を
8
日
間
短
縮

し
ま
し
た
が
、
8
月
24
日

か
ら
第
2
学
期
が
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
9
月
は
、

延
期
さ
れ
て
い
た
修
学
旅

行
を
小
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ

に
宮
城
県
方
面
に
変
更
し

て
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
ほ
か
、
三
町
村
小
学

校
陸
上
記
録
会
や
全
会
津

中
体
連
駅
伝
大
会
な
ど
の

校
外
事
業
も
感
染
防
止
対

策
を
講
じ
た
う
え
で
、
開

催
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

・
11
月
に
開
催
が
予
定
さ
れ

て
い
る
第
32
回
市
町
村
対

抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走

大
会
、「
ふ
く
し
ま
駅
伝
」

に
、
本
村
は
県
内
7
町
村

で
構
成
す
る
「
希
望
ふ
く

し
ま
チ
ー
ム
」
と
し
て
参

加
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
に
引
き
続
き

本
村
が
事
務
局
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
本
村

か
ら
は
、
中
学
生
１
名
、

高
校
生
１
名
の
２
名
が
エ

ン
ト
リ
ー
し
て
お
り
、
活

躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
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読み物
reading

自
然
回
帰
の
時
代

9
月
4
日
、
茨
城
県
の
常

陸
大
宮
市
の
枝
物
部
会
か
ら

依
頼
が
あ
り
、
ユ
ー
カ
リ
栽

培
・
草
花
出
荷
の
の
講
演
を

し
た
。
２
０
１
７
年
か
ら
大

岐
で
15
品
種
ほ
ど
の
ユ
ー
カ

リ
（
ロ
ブ
ス
タ
ー
、
草
本
の

グ
ロ
ブ
ロ
ス
、
細
葉
の
ニ
コ

リ
ー
、
ビ
ミ
ナ
リ
ス
、
小
葉

の
パ
ル
ブ
ラ
、
コ
ル
ダ
ー
ダ
、

ス
タ
ー
ツ
チ
ア
ナ
、
銀
世
界
、

グ
ニ
ー
、
ベ
イ
ビ
ー
ブ
ル
ー

等
を
少
量
ず
つ
栽
培
し
て
い

る
。永

年
性
作
物
で
あ
る
が
、

積
雪
の
た
め
一
年
草
と
し
て

2
月
播
種
、
仮
植
、
5
月
末

定
植
、
9
月
か
ら
の
出
荷
と

し
て
い
る
。

喜
多
方
市
で
は
38
年
前
に

定
植
し
た
銀
世
界
と
い
う

ユ
ー
カ
リ
が
現
在
も
維
持

管
理
さ
れ
出
荷
さ
れ
て
い

る
。
一
方
、
会
津
盆
地
各
所

の
ユ
ー
カ
リ
（
銀
世
界
・
グ

ニ
ー
等
）
は
4
年
ほ
ど
で
枯

れ
る
事
例
が
多
く
な
っ
て
い

る
。

▶︎ 

枝
物
栽
培
圃
場

常
陸
大
宮
で
は
、
新
規
就

農
者
が
増
え
て
お
り
、
ユ
ー

カ
リ
栽
培
者
も
10
人
ほ
ど
、

部
会
員
は
１
１
０
名
を
超

え
、
現
在
も
毎
年
5
名
ほ
ど

新
規
就
農
者
が
増
え
て
い
る
。

売
上
も
１
億
円
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
数
年
で
さ
ら
に
3
千
万

円
上
乗
せ
し
て
い
る
。

小
規
模
家
族
経
営
・
定
年

帰
農
者
で
１
０
０
名
、
1
億

円
を
10
年
で
達
成
さ
れ
た
。

引
っ
張
っ
た
の
は
農
協
中
央

会
を
早
期
退
職
さ
れ
た
石
川

幸
太
郎
さ
ん（
71
歳
）。
昨
年
、

部
会
長
を
退
任
さ
れ
た
。

私
は
新
し
く
部
会
長
と

な
っ
た
館
野
久
夫
さ
ん
（
昭

和
25
年
生
）
の
お
宅
を
訪
問

し
、
そ
の
3
町
歩
の
露
地
枝

物
圃
場
を
視
察
し
た
。
夫
婦

二
人
で
経
営
さ
れ
て
い
る
が
、

就
農
は
２
０
０
８
年
で
退
職

後
で
あ
る
。病
気
、枯
れ
等
課

題
も
抱
え
て
い
る
が
、
県
普

及
セ
ン
タ
ー
の
支
援
が
あ
り

う
ま
く
い
っ
て
い
る
。
今
回
、

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
書

く
の
か
と
言
う
と
次
の
よ
う

な
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
で
あ

る
。
講
演
会
は
１
０
０
名
以

上
の
申
込
が
あ
っ
た
が
、
三

密
防
止
の
た
め
40
名
に
制
限

さ
れ
た
。
私
と
、
福
島
県
庁

の
農
学
博
士
の
鈴
木
安
和
さ

ん
が
講
演
し
た
の
だ
が
、
郡

山
の
県
の
試
験
場
で
キ
ク
と

枝
物
の
試
験
研
究
を
さ
れ
て

い
た
鈴
木
博
士
は
重
要
な
助

言
を
さ
れ
た
。

ユ
ー
カ
リ
が
2
年
で
枯
れ

る
事
例
が
出
て
い
る
の
で
、

当
事
者
で
あ
る
若
い
生
産
者

が
質
問
を
し
、
地
元
の
普
及

セ
ン
タ
ー
の
専
門
員
の
方
も

質
問
を
さ
れ
た
。
梅
雨
明
け

に
枯
れ
る
理
由
は
、
水
不
足

で
あ
る
…
と
い
う
回
答
を
さ

れ
た
。
そ
の
内
容
に
は
私
も

納
得
で
き
る
も
の
だ
っ
た
。

講
演
会
が
終
了
し
、
2
名

の
若
い
男
性
生
産
者
が
私
の

所
に
来
た
。
い
ず
れ
私
も
マ

ス
ク
を
し
て
い
る
が
、
皆
さ

ん
も
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
。

国
道
４
０
０
号
で
昭
和
村
の

か
ら
む
し
を
見
に
2
回
行
っ

た
の
だ
、
と
い
う
。
ク
ラ
フ

ト
・
手
仕
事
・
編
組
に
興
味
を

持
っ
て
い
る
人
た
ち
が
、
露

地
枝
物
・
草
花
を
栽
培
す
る
、

と
い
う
の
は
、
自
然
回
帰
で

あ
る
。
手
仕
事
に
つ
き
た
い
、

と
い
う
人
の
受
け
入
れ
先
の

ひ
と
つ
が
枝
物
（
花
桃
な
ど

季
節
の
樹
木
切
り
枝
）栽
培・

露
地
草
花
栽
培
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
教
わ
っ
た
。

◀︎ 

館
野
さ
ん

常
陸
大
宮
に
は
弥
生
時
代

の
堤
坂
下
遺
跡
と
い
う
著
名

な
遺
跡
が
あ
り
、
国
の
史
跡

に
指
定
さ
れ
た
。
そ
の
資
料

館
や
現
地
も
訪
問
し
た
。
資

料
館
に
は
紙
漉
き
道
具
を
含

め
、
市
内
各
所
で
出
土
し
た

紡
錘
車
も
多
数
展
示
し
て
い

た
。
糸
作
り
の
た
め
の
道
具

で
、
弥
生
時
代
か
ら
使
用
さ

れ
る
。
カ
ラ
ム
シ
や
蚕
糸
の

製
造
に
使
用
さ
れ
た
。
会
津

高
田
の
油
田
遺
跡
で
も
多
数

の
紡
錘
車
が
出
土
し
て
い
る
。

一
人
の
人
が
面
積
を
拡
大

し
な
い
で
、
仲
間
を
一
人
で

も
多
く
増
や
す
。
小
規
模

農
家
を
多
数
増
や
す
こ
と

が
、
中
山
間
地
の
維
持
に
な

る
、
と
い
う
哲
学
を
持
っ
た

産
地
で
し
た
。

◀︎

立
ち
話

【
連
載
】
新
史
料
紹
介

菅
家

博
昭
（
大
岐
）

野
尻
組
の
「
麻
」「
か
ら
む
し
」
～
第
81
回
～

昭
和
村
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
長










